
共
同
研
究
の
経
過
と
概
要

高
橋
敏

は
じ
め
に

　
本
書

は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
平
成
八
年
度
（
一
九
九
六
）
か
ら
平
成
十
三

年
度
（
二
〇
〇
一
）
ま
で
の
六
力
年
に
実
施
し
た
基
幹
研
究
「
地
域
社
会
に
お
け
る

基
層
信
仰
の
歴
史
的
研
究
」
の
B
班
「
地
域
社
会
・
文
化
の
諸
相
と
基
層
信
仰
」
の

報
告
書
で

あ
る
。
因
み
に
第
一
期
（
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
の
三
力
年
）
は

フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
主
体
に
A
班
を
含
め
合
同
で
行
い
、
第
二
期
（
平
成
十
一
年

度
か
ら
平
成
十
三
年
度
）
は
B
班
独
自
に
研
究
分
析
を
深
め
た
。

　
も
と
よ
り
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
共
同
研
究
を

組
織
・
実
施
す
る
こ
と
が
本
務
で
あ
る
。
ま
た
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
創
立
当
初
よ
り

民
衆
の
生
活
文
化
を
基
軸
に
都
市
と
基
層
信
仰
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
本
共
同
研
究

は
、
「
地
域
社
会
に
お
け
る
基
層
信
仰
の
歴
史
的
研
究
」
を
主
題
に
地
域
の
フ
ィ
ー

ル

ド
ワ
ー
ク
を
基
礎
に
個
別
分
析
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
西

日
本
の
奈
良
県
宇
陀
郡
を
中
心
と
す
る
東
山
中
と
東
日
本
の
千
葉
県
東
総
地
域
を
選

定
し
、
先
行
研
究
に
学
び
な
が
ら
歴
史
学
を
は
じ
め
関
連
諸
科
学
の
協
業
を
ベ
ー
ス

に
研
究
分
析
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
い
わ
ば
地
域
史
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
こ
れ
に

民
俗
学
、
考
古
学
は
も
と
よ
り
広
汎
か
つ
多
様
な
分
析
手
法
を
駆
使
し
て
基
層
信
仰

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域
の
歴
史
像
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。
東
総
地

域

は
本
館
の
所
在
す
る
千
葉
県
の
東
部
に
位
置
し
、
地
域
的
便
宜
さ
に
恵
ま
れ
、

フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
適
し
た
対
象
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
共
同
研
究
に
は
千
葉
県
下
の
博
物
館
、
高
校
等
に
勤
務
す
る
い
わ
ば
地
元

の

若
手
研
究
者
に
参
加
を
お
願
い
し
た
。
千
葉
県
下
の
地
域
史
研
究
の
刺
激
剤
と
な

る
こ
と
へ
の
期
待
も
あ
っ
た
。
共
同
研
究
終
了
か
ら
一
年
、
多
忙
の
な
か
寄
稿
い
た

だ

い

た
関
係
者
各
位
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

1
　
目
　
的

　

日
本
人
の
基
層
信
仰
を
、
カ
ミ
信
仰
・
祖
先
信
仰
・
仏
教
信
仰
な
ど
に
分
解
し
て

理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
複
合
的
全
体
と
し
て
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
地
域
社
会
に
お
い
て
実
際
に
機
能
し
た
基
層
信
仰
の
実
態
と
そ
の
歴
史
的
変
遷

過
程

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
社
会
に
お
け
る
祭

祀
・
芸
能
・
葬
制
・
墓
制
・
村
落
構
造
・
民
衆
文
化
、
さ
ら
に
支
配
や
流
通
な
ど
政

治
・
経
済
と
の
か
か
わ
り
を
も
含
め
て
、
そ
れ
ら
と
基
層
信
仰
と
の
か
か
わ
り
を
構

造
的
に
究
明
す
る
。

　
叙
上
の
趣
旨
を
東
総
地
域
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
当
然
幕
末
に
こ
の
地
域
を
巻
き

込
ん

だ
一
大
宗
教
運
動
の
大
原
幽
学
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
共
同
研
究

は
地
域
の
個
別
研
究
分
析
か
ら
全
体
像
を
積
み
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
従
っ

て

大

原
幽
学
と
東
総
地
域
社
会
の
関
係
史
が
主
た
る
ね
ら
い
と
な
っ
た
。
も
と
よ
り

大

原
幽
学
と
い
う
人
物
自
体
が
謎
に
包
ま
れ
て
お
り
重
大
な
研
究
対
象
と
な
る
。
ま
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た
そ
の
周
辺
の
性
学
と
い
う
独
特
の
教
団
の
解
明
も
求
め
ら
れ
る
。

　
し
か
し
研
究
の
方
向
性
は
大
原
幽
学
と
教
団
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

の
基
盤

と
な
っ
た
村
落
社
会
の
実
態
、
村
落
構
造
、
家
族
、
祭
礼
、
儀
礼
に
波
及
し
、

こ
れ
ら
を
包
み
込
む
東
総
地
域
総
体
の
動
脈
と
も
い
う
べ
き
産
業
と
流
通
、
そ
こ
に

は
干
鰯
・
醤
油
の
特
産
が
あ
り
、
こ
れ
を
江
戸
か
ら
全
国
市
場
へ
搬
出
す
る
利
根
川

舟
運
そ
の
他
の
水
上
陸
上
交
通
が
あ
っ
た
。

　
分
析
の
視
覚
は
共
同
研
究
者
の
問
題
意
識
と
フ
ィ
ー
ル
ド
に
絞
ら
れ
て
い
く
。
ま

ず
基
層
信
仰
、
特
に
大
原
幽
学
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
緩
や
か
な
し
ば
り
で
全
体
像
を
折

出
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

2
　
経
　
過

平
成

八
年
度
（
一
九
九
六
）

第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
六
年
七
月
二
十
七
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
白
石
太
一
郎
「
宇
陀
地
方
に
お
け
る
中
・
近
世
墓
制
の
提
起
す
る
問
題
」

　
　
高
橋
　
　
敏
「
東
総
地
域
史
研
究
の
問
題
点
」

　
　
研
究
計
画
の
検
討

第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
六
年
十
月
二
十
六
～
二
十
七
日

　
　
粟
田
則
久
「
東
総
地
域
の
古
代
か
ら
中
世
の
墓
制
」

　
　
松

丸
明
弘
「
東
総
地
域
と
大
原
幽
学
」

　
　
和
田
　
　
奉
「
宇
陀
の
水
分
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　

田
村
憲
美
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
、
別
府
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　

「中
世
大
和
の
村
落
を
め
ぐ
っ
て
」

第
三
回
研
究
会
　
一
九
九
七
年
一
月
十
二
日

　
　
幡
鎌
一
弘
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
、
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　
　

「
明
治
初
年
の
宗
教
の
世
俗
化
－
奈
良
県
に
お
け
る
開
化
政
策
と

　
　
　
　
　
　
　

宗
教
ー
」

　
　
米
谷
　
　
博
「
い
わ
ゆ
る
勢
力
富
五
郎
関
係
史
料
に
つ
い
て
」

第
四
回
研
究
会
　
一
九
九
七
年
三
月
七
～
九
日

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
宇
陀
地
域
で
の
現
地
調
査
・
研
究
会

　
　
宇
陀
地
域
の
神
社
・
寺
院
・
墓
地
な
ど
の
現
地
調
査

　
　
村

田
修
三
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
、
奈
良
女
子
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　

「中
世
の
宇
陀
地
方
」

　
　
柳
澤
一
宏
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
、
榛
原
町
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　

「最
近
の
宇
陀
地
方
に
お
け
る
中
世
墓
地
の
発
掘
調
査
」

　
［
西
日
本
班
］
　
（
略
）

　
［
東
日
本
班
］

　
　
九

月
　
　
　
　
共
同
現
地
踏
査

　
　
九

～
三
月
　
　
利
根
川
河
岸
関
係
文
書
の
調
査

　
　

十
一
～
三
月
大
原
幽
学
記
念
館
収
集
文
書
の
調
査

　
　

十
一
～
三
月
　
千
葉
県
立
図
書
館
な
ど
の
関
係
文
書
の
調
査

平
成
九
年
度
（
一
九
九
七
）

第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
七
年
七
月
十
八
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
佐

藤
眞
人
「
日
吉
大
宮
縁
起
と
山
王
祭
」

　
　
福
原
敏
男
・
橋
本
裕
之

　
　
　
　
　
　
　

「奈
良
県
山
添
村
六
所
神
社
の
秋
祭
・
そ
の
一
」

第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
七
年
十
一
月
三
日

　
　
高
橋
　
　
敏
「
牛
渡
村
一
件
に
つ
い
て
」

　
　
白
石
太
一
郎
・
設
楽
博
己
・
千
田
嘉
博
・
朽
木
　
量

　
　
　
　
　
　
　

「奈
良
県
菟
田
野
町
入
谷
墓
地
の
測
量
調
査
」

　
　
福

原
敏
男
「
奈
良
県
山
添
村
六
所
神
社
の
秋
祭
・
そ
の
二
」

第
三
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
一
月
九
日

　
　
米
谷
　
　
博
「
性
学
墓
に
つ
い
て
1
千
葉
県
香
取
郡
山
田
町
の
事
例
か
ら
ー
」

　
　
白
石
太
一
郎
「
考
古
学
か
ら
み
た
両
墓
制
の
成
立
」
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大

宮

守
人
「
奈
良
県
斑
鳩
町
服
部
神
楽
講
文
書
に
つ
い
て
」

第
四
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
二
月
十
五
～
十
六
日

　
　
　
　
　
　

千
葉
県
東
総
地
域
で
の
現
地
調
査
・
研
究
会

　
　
東
総
地
域
の
資
料
館
・
神
社
・
寺
院
・
墓
地
な
ど
の
現
地
調
査

　
［
西
日
本
班
］
　
（
略
）

　
［
東
日
本
班
］

　
　
六
月
六
日
　
研
究
報
告
会
　
高
橋
　
敏

　
　
　
　
　
　
　
「
日
中
文
化
交
流
の
］
コ
マ
ー
“
水
潜
伝
”
の
摂
取
と
展
開
ー
」

　
　
七
月
二
十
六
～
二
十
入
日
　
干
潟
町
の
現
地
調
査

　
　
十
一
月
二
十
九
日
　
　
　
　
研
究
中
間
報
告
会

　
　
一
月
二
十
四
日
　
　
　
　
研
究
中
間
報
告
会

　
　
七
～
三
月
　
　
　
　
　
　
各
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
個
別
調
査

平
成
十
年
度
（
一
九
九
八
）

　
［
西
日
本
班
］

第
］
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
九
月
九
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
白
石
太
一
郎
・
設
楽
博
己
・
千
田
嘉
博
・
朽
木
　
量

　
　
　
　
　
　
　
「
都
祁
村
吐
山
所
在
墓
地
の
考
古
学
的
調
査
」

　
　
新
谷
尚
紀
・
関
沢
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
「
吐
山
の
墓
地
と
先
祖
供
養
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
」

　
　
上

野

和
男
「
吐
山
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
墓
制
ー
形
成
過
程
と
構
成
原

　
　
　
　
　
　
　

理
ー
」

第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
三
月
十
五
日

　
　
今

尾

文
昭
「
東
大
寺
三
社
池
出
土
の
卒
塔
婆
を
め
ぐ
る
問
題
ー
南
都
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　

る
近
世
移
行
期
の
一
側
面
ー
」

　
　
湯

浅
　
　
隆
「
東
総
地
方
椿
新
田
一
帯
に
お
け
る
寺
社
の
配
置
と
信
仰
」

　
　
福
原
敏
男
「
高
山
八
幡
宮
の
宮
座
行
事
」
（
ビ
デ
オ
上
映
）

　
［
東
日
本
班
］

第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
六
月
二
十
二
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
米

谷
　
　
博
「
明
治
期
千
葉
県
の
墓
制
管
理
」

　
　
鈴
木
映
里
子
「
干
潟
町
の
筆
子
塚
」

　
　
湯

浅
　
　
隆
「
諸
徳
寺
村
永
命
寺
の
起
源
」

第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
九
月
二
十
七
日

　
　
松

丸
明
弘
「
大
原
幽
学
の
性
学
教
化
運
動
と
教
団
組
織
の
成
立
」

　
　
米
谷
　
　
博
「
鏑
木
地
区
宿
内
の
墓
地
に
つ
い
て
」

　
　
鈴

木
秀
幸
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
教
育
関
係
史
料
の
所
在
と
調
査
」

　
　
鈴
木
映
里
子
「
諸
徳
寺
村
菅
谷
又
左
衛
門
家
に
つ
い
て
」

　
　
湯
浅
　
　
隆
「
諸
徳
寺
村
脇
鷲
神
社
関
係
史
料
」

　
　
宮
本
袈
裟
雄
「
干
潟
村
長
部
地
区
調
査
概
要
」

第
三
回
研
究
会
　
一
九
九
八
年
十
一
月
二
十
八
日

　
　
高
橋
　
　
敏
「
東
総
地
方
史
研
究
の
到
達
点
と
課
題
」

　
　
湯

浅
　
　
隆
「
文
久
二
年
に
お
け
る
名
古
屋
の
大
原
幽
学
菩
提
寺
へ
の
墓
参
関

　
　
　
　
　
　
　
係
史
料
」

第
四
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
二
月
六
日

　
　
米

谷
　
　
博
「
近
世
利
根
川
水
運
と
東
下
総
地
域
」

　
　
菅
根
幸
裕
「
海
上
郡
龍
福
寺
大
太
刀
の
銘
文
に
つ
い
て
」

　
　
杉
　
　
　
仁
「
在
村
文
化
と
基
層
信
仰
、
幕
末
の
展
開
」

　
　
そ
の
他
活
動
　
東
総
地
方
に
お
け
る
民
俗
調
査

平
成
十
一
年
度
（
一
九
九
九
）

第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
七
月
三
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
鈴
木
秀
幸
「
村
の
中
の
歌
人
・
朝
日
商
豆
」

　
　
岩
田
み
ゆ
き
「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
地
域
社
会
－
日
記
史
料
の
語
る

　
　
　
　
　
　
　

も
の
ー
」
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原

　

直
史
「
九
十
九
里
産
魚
肥
流
通
を
め
ぐ
る
地
域
の
構
造
と
変
容
」

第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
九
年
十
月
三
～
四
日

　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
干
潟
町
、
大
原
幽
学
記
念
館
、
三
川
浜

　
　
栗
田
則
久
「
山
田
町
に
お
け
る
性
学
墓
調
査
の
概
要
」

　
　
後

藤
雅
知
「
近
世
房
総
地
域
に
お
け
る
海
付
村
落
の
構
造
」

　
　
鈴
木
映
里
子
「
熊
野
神
社
神
幸
祭
に
つ
い
て
」

　
　
現
地

調
査
　
熊
野
神
社
神
幸
祭
の
浜
下
り

第
三
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
三
月
十
九
日

　
　
松

丸
明
弘
「
大
原
幽
学
と
教
団
組
織
の
成
立
」

　
　
古
川
元
也
「
北
陸
に
お
け
る
法
華
（
経
）
信
仰
の
展
開
」

　
　
朴
澤
直
秀
「
近
世
に
お
け
る
宗
判
寺
檀
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
湯

浅
　
　
隆
「
椿
新
田
成
立
期
の
神
社
と
寺
」

平
成
十
二
年
度
（
二
〇
〇
〇
）

第
一
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
七
月
三
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
鈴
木
映
里
子
「
熊
野
神
社
　
明
治
初
期
の
氏
子
の
動
向
に
つ
い
て
」

　
　
後

藤
雅
知
「
近
世
後
期
の
漁
業
構
造
と
地
域
社
会
」

　
　
高
橋
　
　
敏
「
史
料
紹
介
　
牛
渡
村
一
件
」

　
　
木
塚
久
仁
子
「
常
総
地
域
を
考
え
る
た
め
に
ー
『
常
総
地
域
』
と
近
世
地
理
学

　
　
　
　
　
　
　

者
1
」

第
二
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
十
一
日

　
　

川
崎
史
彦
「
大
原
幽
学
没
後
に
お
け
る
地
曳
網
水
主
の
飲
酒
規
制
ー
九
十
九

　
　
　
　
　
　
　

里
地
域
を
事
例
に
　
」

　
　
米

谷
　
　
博
「
利
根
川
の
対
岸
交
通
を
考
え
る
た
め
の
研
究
ノ
ー
ト
」

　
　
現
地
史
料
調
査
：
東
総

第
三
回
研
究
会
　
二
〇
〇
〇
年
二
月
十
八
・
十
九
日

　
　
現
地

史
料
調
査
：
東
総

3

九

十
九
里
町
い
わ
し
博
物
館
、
飯
岡
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
旭
市
長
禅
寺
、
岩

井
家
墓
地
、
幽
学
丹
精
碑
、
銚
子
市
外
川
漁
港

共
同
研
究
員
（
＊
は
研
究
代
表
者
）

岩
田
み
ゆ
き

木
塚
久
仁
子

栗
田
則
久

米
谷
　
　
博

後
藤
雅
知

菅
根
幸
裕

鈴
木
映
里
子

鈴
木
秀
幸

　
原
　
　
直
史

古
川
元
也

松

丸
明
弘

宮
本
袈
裟
雄

＊
高
橋
　
　
敏

［研
究
協
力
者
］

　
川
崎
史
彦

　
阿
部
綾
子

　
星
野
順
子

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

土
浦
市
立
博
物
館

千
葉
県
教
育
庁
文
化
課

伊
能
忠
敬
記
念
館

千
葉
大
学
教
育
学
部

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
日
本
史
学
科

大
原
幽
学
記
念
館
（
干
潟
町
教
育
委
員
会
）

明
治
大
学
史
編
纂
事
務
室

新
潟
大
学
人
文
学
部

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

千

葉
県
立
柏
高
等
学
校

武
蔵
大
学
人
文
学
部

本
館
歴
史
研
究
部

（リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、

（筑
波
大
学
大
学
院
生
）

（武
蔵
大
学
大
学
院
生
）

早
稲
田
大
学
）

※
研
究
期
間

平
成
八
年
度
（
一
九
九
六
）
～
平
成
十
三
年
度
（
二
〇
〇
こ

　
第
一
期
　
平
成
八
年
度
（
一
九
九
六
）
～
平
成
十
年
度
（
一
九
九
八
）
の
三
力
年

　
第
二
期
　
平
成
十
一
年
度
（
一
九
九
九
）
～
平
成
十
三
年
度
（
二
〇
〇
一
）
の
三

　
　
　
　
　
力
年
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